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環境内真菌の吸入と非感染性ヒト疾患との関連に関する研究
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研究成果
居住環境内には多種多様な真菌が浮遊しており，ヒト
は呼吸によってこれらの真菌に曝露されている.真菌の
吸入によるヒトの呼吸器障害としては感染およびアレル
ギーが知られているが，解明されていない疾患も多いと
推測されている.本研究では 環境内真菌の一つであり，F
またヒトに健康被害を及ぼす可能性の高い真菌として近
年注目されている Stachybotryschartarumを用い，胞子を
マウスに経気管的に反復投与して諸臓器の病理組織学的
検討を行った.
その結果， 4-8週間 (612回)の本菌の反復投与に同 
よって肺動脈躍中膜および内膜の肥厚が形成されるこ
とを明らかにした.さらに詳細な検討(病理組織学的
検討p 血行動態の検討など)を行ったところ，肺高血圧
の成立が確認された.そこで本病変の形成に必要な S. 
chartarumの胞子数，投与回数・期聞を検討し，単回投与
した場合にも頻度は低いながらも本病変が形成される
ことを明らかにした.また，病変の形成には株により相
違があることが確認された.マイコトキシン産生性の
異なる菌株を用いた検討からは trichothecene産生株で
肺動脈病変が形成され， atranone産生株(trichothecene 
非産生株)では病変が形成されず，本病変形成には 
trichothecene康生株が産生する何らかの物質が関与して
いる可能性が示峻された.
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